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第87回公益社団法人
日本診療放射線技師会定時総会
開催される（Web併催）

　2024年6月15日（土）午後1時より、第87回定時総会が
日本診療放射線技師会事務所会議室でWeb会議システムを
併用して開催されました。代議員の出席確認ならびに投票は、
Web会議システムを用いたe投票システムによる方法で行
われました。また総会傍聴者向けにYouTubeでも中継配信
されました。
　総会に先立ち、石川県診療放射線技師会 森下毅会長（当
時）から、令和6年能登半島地震に対する本会からの支援に
ついてお礼が述べられました。
　園田優理事により総会次第に沿って進められ、富田博信副
会長による開会宣言に続き、上田克彦会長からあいさつがあ
りました。続いて27人の令和5（2023）年度物故者に対し
て、出席者全員で黙とうをささげました。
　総会運営委員会 山本英雄委員長から委任状ならびに議決
権行使書の数について報告があり、定款第18条に基づき本
総会の成立が告げられました。また総会議事規程第13条第
2項に基づき、石浦幸成代議員（富山県）、吉田幸人代議員
（大分県）の2人の議長立候補者があり、賛成多数で承認さ
れました。続く総会職員任命についても賛成多数で承認され
ました。
　報告事項として、令和5（2023）年度事業報告、決算報告、
監査報告、ならびに令和6（2024）年度事業計画、予算につ
いて、執行部・監事から報告がありました。
　審議事項として、議長の議事進行により3つの議案が審議

されました。
　第1号議案「会費等納入規程改正（案）について」では、
技師籍登録年度の入会者に限り、初年度会費を無料とする規
定変更について江藤芳浩副会長から説明がありました。
　第2号議案「入退会等に関する規程改正（案）について」
では、退会処理において地区技師会と本会の時間差によって
生じる問題を解消するため、所定の様式もしくは会員情報シ
ステムにより、退会届を本会へ提出するものとする規定の変
更について、江藤副会長から説明がありました。審議の結
果、いずれも賛成多数で承認されました。
　第3号議案「令和6（2024）・7（2025）年度 役員選任につ
いて」では、選挙管理委員会から定款第27条ならびに役員
選任規程に基づき、立候補者の届け出が受理された候補者
25人（地域理事8人、会員外理事3人、全国理事14人）、監
事3人について表決数が報告されました。いずれの候補者も
信任多数で選任されました。
　続いて、第2回理事会で新たに選任された上田克彦会長、
富田博信、児玉直樹、江藤芳浩副会長、江端清和業務執行理
事から就任のあいさつがありました。
　最後に、児玉副会長より閉会の辞が述べられ、本定時総会
は無事に終了しました。
　本総会の詳細な内容は、会誌6月号の第87回定時総会資
料ならびに会誌に掲載予定の第87回定時総会議事録（抄）を
ご参照ください。

　会誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につきましては、
本会ホームページ（手続きについて→各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information

https://www.jart.jp
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　このたび、第87回定時総会におきまして理事に選任いた
だき、総会後の理事会におきまして副会長（3期目）を拝命
致しました。診療放射線技師職の発展のため、使命感を持っ
て職務にまい進する所存でございます。今後ともご指導ご鞭

べん

撻
たつ

のほど、よろしくお願い申し上げます。

　将来を見据えて策定した行動目標「JART Vision 2040」
の中期目標である組織率70%（会員数4万人）をクリアす
ること、また長期目標である「放射線業務以外の拡大」と
「病院以外の業務拡大」の達成に向けて、情報収集と分析を
今までにないアプローチで行っていきたいと考えておりま
す。
　本会事業を円滑に進めていくためには、特に全国地区技師
会との連携・相互協力体制の充実が必要でございます。今後
とも本会への変わらぬご支援を賜りますよう、何とぞお願い
申し上げます。

副会長　

江藤　芳浩

　このたび、第87回定時総会におきまして理事に選任いた
だき、その後の理事会におきまして3期目の副会長を拝命致
しました。近年、診療放射線技師を取り巻く環境は刻々と変

化しております。このような変化に対応するため、職能団体
としてどのような施策が適切なのかを多方向より検討・実践
してまいりたいと思います。また今期も会員4万人を目標に
掲げ、会員のメリット向上につながるような新たな提案を検
討致します。本年度は、第1回日本放射線医療技術学術大会
が開催されますが、大会成功のために全力を尽くす所存で
す。これからも会員の皆さまのご期待に応えられるよう努め
てまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろしく
お願い申し上げます。

副会長

富田　博信

　会員の皆さま方におかれましては、平素より本会の事業に
ご理解とご協力を頂き、厚く御礼申し上げます。また2021
年度より開始致しました令和3年厚生労働省告示第273号研
修（告示研修）には、すでに37,500人を超える診療放射線
技師に申し込みいただき、実技まで修了された方は23,100
人を超えました。改めて感謝申し上げます。
　さて、私の大好きな言葉に“自利利他”があります。自利

利他とは、自らを利すること、すなわち自己を深めること
が、他者を救済することにつながる、という意味です。医療
専門職はまさに自利利他であるといえます。日々の学習や努
力によって自己を深めることで、患者の救済、すなわち患者
のQOL向上や満足度の向上につながります。医療のみなら
ず社会一般においても、自分が利益を得たいと思ってとる行
動や行為は、同時に他人、相手側の利益にもつながらなけれ
ばなりません。つまり自分へのメリットは同時に他人へのメ
リットでなければなりません。特に、若い世代の診療放射線
技師には、主体性を持ち、柔軟な発想と行動力で自己研

けん

鑽
さん

し
ていくことを強く望みます。この自己研鑽がいずれは標準的
な医療を担保し、医療の質を向上させることにつながります。
　今後ともよろしくお願いします。

副会長

児玉　直樹

就任のごあいさつ

　3期目を迎え、皆さまのご支援に心から御礼申し上げます。
これまで「対話と協調」「発信と実行」を意識して本会運営
に励んでまいりました。本会の役員を担っていただいた皆さ
ま、会員各位、関係団体の皆さまのご支援によって、放射線

診療に関係する団体や官公庁との連携も強くなりました。昨
年度はJART Vision 2040を掲げましたので、会長個人と
してのスローガンよりも組織としての行動目標をより意識し
て、本会運営に取り組んでいきたいと存じます。組織率向上
促進に際して、入会メリットを明らかにするため、役員や委
員の皆さまから具体的な提案を頂きましたので、次々に実施
したいと考えております。
　告示研修開催におきましては、都道府県（診療）放射線技
師会の皆さまのご協力により目標以上に推進できておりま
す。今後ともご協力よろしくお願い致します。

会長

上田　克彦
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　2024年5月8日（水）午後4時より、千代田区九段にある
公益社団法人日本歯科医師会事務所で本会と日本歯科医師会
との懇談会が開催されました。
　日本歯科医師会から会長の高橋英登氏、副会長の藤田一雄
氏、専務理事の瀬古口精良氏の3人が出席され、本会からは
上田会長、江端業務執行理事、堀住事務局長、江田統括専門
職の4人が出席しました。
　本懇談会は、診療放射線技師の業務拡大の一つである新た
な感染症拡大時におけるワクチン接種業務のため、今後、本
会が取り組むべきワクチン接種研修で使用する教育コンテン
ツについて、日本歯科医師会との意見交換がきっかけとなり
ました。
　冒頭に本会上田会長からのあいさつがあり、その後、日本
歯科医師会の高橋会長がごあいさつされ、懇談会が始まりま
した。
　高橋会長からは、日本歯科医師会が抱えている諸問題やそ
れらへの対応について説明があり、中でも歯科衛生士の業務
拡大や歯科領域の診療報酬などについて、今後、日本歯科医
師会として取り組むべき考え方などが述べられました。上田
会長からは、JART Vision 2040を示しながら、将来、診

療放射線技師の需要も減少する可能性があることを見据え、
本会として診療放射線技師の業務拡大などを検討していかな
ければならないことが述べられました。
　今回の懇談会は、お互いの将来に向けた問題点や対応策な
どが述べられ、大変実りある懇談会でした。
　最後に両会の会長から、今後もお互いに情報を共有し、公
益性のある事業を進めていくことを確認して懇談会は終了し
ました。

日本歯科医師会との懇談会 開催される

　2024年5月18日（土）午後2時より、2024年度第1回理
事会が日本診療放射線技師会事務所でWeb会議システムを
併用して開催されました。冒頭、上田会長はあいさつの中
で、来年度予定されているX線発見130年記念式典の開催
について述べられました。
　理事会の主な議題は、「令和5（2023）年度事業報告案・決
算報告案」「震災被災者の会費免除、義援金」「技師籍登録初
年度の会費無料化」「退会申請方法の変更」でした。
　上田会長から令和5（2023）年度事業報告案について、本
年度に実施された事業内容の総括がありました。主な内容
は、診療報酬改定の検討における中央社会保険医療協議会
（中医協）の専門委員としての活動、JART Vision 2040の

制定、タスク・シフト/シェアに関するガイドライン集の公
開、生涯教育に関するe-ラーニングコンテンツの作成、会
員への周知、無料公開などでした。園田理事からは庶務報
告、江端業務執行理事からは令和5（2023）年度決算報告案
について詳細な説明がありました。審議の結果、いずれも全

会一致で承認されました。
　災害対策委員会の界外理事からは、令和6年能登半島地震
被災者の会費免除と義援金について、被災者40人に義援金
を配布し、会費免除申請者39人に本年度会費を免除すると
の説明がありました。園田理事からは技師籍登録初年度の会
費無料化について、診療放射線技師籍に登録した日から翌年
の3月31日までに入会した者に限り、初年度会費を免除す
るとの説明がありました。江端業務執行理事からは退会申請
方法について、都道府県技師会を経由して申請する現状のも
のから、会員情報システム（以下、JARTIS）上での退会申
請も併用できるように、JARTISの仕様を変更する説明があ
りました。3月末に退会届があった際に、年度内に処理でき
なければ新年度会費の請求が発生するため、次年度の会費請
求を早期に停止する必要があるとの追加説明がありました。
審議の結果、いずれも全会一致で承認されました。
　報告事項としては、地域理事、各委員会などから37項目
の報告がなされ、資料と共に共有されました。東北地域理事

2024年度 第1回理事会 開催される（Web併催）
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より会員メリットについての質問があったため、JARTISに

会員向け無料コンテンツが近々公開されることや、医療基礎
コースの視聴無料、告示研修などの各種研修会の会員料金対
応などが示されました。

　最後に、園田理事より今後のスケジュールが確認され、本
理事会は終了しました。
　詳細は、本会会誌に掲載される2024年度第1回理事会議
事録（抄）をご参照ください。

　2024年5月20日（月）午後2時
より、衆議院第一議員会館会議室
で第2回MCI（軽度認知障害）予
防検査に関する勉強会が開催され
ました。第1回の勉強会と同様に、
冒頭、衆議院議員の木原誠二先生
（自民党幹事長代理）からごあい
さつがあり、その後、畦元将吾衆
議院議員（本会会員）の進行の下、本勉強会が始まりました。
　今回の勉強会の内容は、看護領域分野・神経病理学領域分
野・MCI検出領域分野で、3人の講師の先生がご講演されま
した。
　初めに、岐阜医療科学大学看護
学部長の薬袋淳子先生から「MCI

スクリーニングと治療」について
ご講演いただき、次に東京大学大
学院医学系研究科 脳神経医学専
攻 神経病理分野教授の岩坪威先
生から「レカネマブのレジスト

第2回MCI（軽度認知障害）予防検査に関する勉強会
 開催される

リー研究の話題を含めて」についてご講演いただきました。
最後に、株式会社MCBI代表取締役の徳美喜久先生から「未
病をめざした予防を促すMCIスクリーニング検査プラス」
と題して、血液検査におけるスクリーニング方法についてご
講演いただきました。
　3人の先生方のご講演後に質疑応答があり、認知症は発症
してからでは根治できず、認知症が発症する前段階でMCIを

検出することが重要で、そのためには、今回ご講演いただい
た採血によるMCIスクリーニングなどを、企業や自治体と連
携して取り入れることも必要であるとの意見がありました。
　今回の勉強会にも複数人の国会議員や厚生労働省関係職
員、報道関係者らが出席されてお
り、多方面の方々が、本勉強会の
テーマや扱っている分野に関心を
持たれていることを改めて理解で
きました。
　本会会員である畦元氏には、引
き続きこの分野における活躍を期
待したいと思います。

　2024年5月29日（水）午後4時より、一般社団法人日本臨
床衛生検査技師会事務所で定例の懇話会が開催されました。
　対面では、日本臨床衛生検査技師会（以下、JAMT）から
代表理事会長の宮島喜文氏、代表理事副会長の長沢光章氏、
専務理事の深澤恵治氏、橋爪良雄事務局長の4人が出席され、
本会から上田会長、富田副会長、江端業務執行理事、堀住事
務局長の4人が出席しました。またJAMT丸太秀夫代表理事
副会長、JART江藤副会長、児玉副会長はWebで出席しま
した。
　本懇話会は昨年から定期的に開催されており、今回で3回
目となります。両会の業務拡大に伴う諸問題や告示研修の進

しん

捗
ちょく

状況、学術大会などの活動報告といった情報交換を行うこ
とを目的としています。
　冒頭にJAMTの宮島代表理事会長からごあいさつがあり、
続いて本会の上田会長のあいさつの後、懇話会が始まりまし
た。
　今回、意見交換された主な内容は、JAMTから厚生労働省
関連に提出した政策要望の内容説明や診療報酬改定に伴う賃
上げ状況の調査について報告されましたが、この調査では実
施が時期尚早だったため、賃上げについては目立った動向は
認められなかったとのことでした。
　また両会で行う共同事業（学会での共同企画など）につい

日本臨床衛生検査技師会との定期連絡懇話会 
開催される（Web併催）
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され、実技研修が円滑に進められます。

　またファシリテーターの負担を考慮して、準備の際に集合

時間などを調整したり、開催場所の都合上になりますが、近

隣病院の診療放射線技師の方々に片付けの協力をお願いして

います。

　現在、長野県内では基礎研修への申込者約510人のうち、

実技研修まで修了した方は330人です。本年度は7月、10月、

翌年の2025年2月にも開催が予定されていますので、県内外

からの積極的な参加を期待しています。最後に、日本診療放

射線技師会の事務局の皆さまに感謝の意を表します。

　2024年5月19日（日）、長野県看護協会会館で令和3年厚

生労働省告示第273号に基づく研修（実技）が行われました。

この研修は長野県で12回目の開催で、会場は松本市に位置し

ている信州大学医学部附属病院の隣にあり、松本駅からバス

で15分の距離です。駐車場も無料で利用でき、広い長野県内

からの参加者にとって便利な場所です。また研修室には水道

も完備されており、準備や片付けがスムーズに行えます。

　今回は県内から31人、県外から15人の計46人が参加し、

総受講者数は450人に達しました。実技研修は、信州大学医

学部附属病院の放射線科医師や看護師の協力の下で行われて

います。これにより、ファシリテーターとしての役割が強化

告示研修 開催報告
長野県 一般社団法人長野県診療放射線技師会　副会長　田中 真彦

ても議論され、来年度に向けて、互いの学術大会で「業務拡
大」などをテーマにシンポジウムを実施するといったことが
提案されました。
　今回の懇話会では、両会の国家資格における業務拡大など

将来に向けた問題点や対応策などが議論され、大変実りある
懇談会でした。
　最後に両会の会長から、今後もお互いに情報を共有し、事
業を進めていくことを確認して懇話会は終了しました。
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information

うちなーぐち講座「方言・言い回し」

はいさい！　わんねー　げんかんり　いちょーいびーん。
なーふぁぬ　んまり　やいびーん。
ゆたさるぐとぅ　うにげーさびら。

　うちなーぐち（沖縄方言）からの紹介になりましたが、ちなみにこれは、

　　“こんにちは！　私は源河（げんか）と申します。那覇生まれです。よろしくお願いします。”

という訳になります。
　実際、現在の沖縄でここまでのネーティブなうちなーぐちを話す方はかなり減ってきており、日常で耳にすることがなく
なってきました。
　ここでは、実際に使えるうちなーぐち（言い回し）を紹介したいと思います。

～しましょうね
　「～しましょうね」は、標準語では「一緒に○○しよう」という表現になり、相手に同じ行動を誘っているような表現にな
りますが、沖縄では「私は○○しますね」となります。例えば「そろそろ帰りましょうね」は、「そろそろ一緒に帰りましょ
う」ではなく「そろそろ（一人で）帰りますね」という意味になります。他にも、お膳を下げる際にも「お皿を下げましょ
うね」と言われることがありますが、これも決して一緒に下げてはいけません（笑）。

だからよ

　「だからよ」は、沖縄の日常会話で頻繁に使われる言葉の一つです。基本的には「そうだね」という同意の形で使われます
が、使われる状況によって喜怒哀楽を含んだいろんな「だからよ」があります。うちなーんちゅは「だからよ」を標準語と
思っている人も少なくないため、県外の方との会話の中で聞かれることも多々見受けられます。

じょーとー

　「じょーとー」は、漢字で書くと皆さんの想像通り「上等」になりますが、使い方としては標準語のそれと近いものの、ど
ちらかと言えば「Good」のような使い方です。例えば「このポジショニングじょーとー」「新しい装置じょーとー」「あな
たの発表じょーとー」のように。

まさかや～

　「まさかや～」は、標準語の「まさか」=「あり得ない」というニュア
ンスとは違って、「うそだろ！」「信じられない！」という意味で使われま
す。例えば A「明日、沖縄で雪降るって」B「まさかや～！」という感じで
す。うれしい「まさかや」もあります。A「合格したみたいよ」B「まさか
や～！」のように。

　最後に、沖縄には「いちゃりばちょーでー」という黄金言葉（くがにく
とぅば）があります。直訳すると「一度出会えば皆兄弟」となります。沖縄
では昔から出会いを大切にする習慣があり、一度会えば兄弟のような関係に
なるという意味です。沖縄の学会ではたくさんのちょーでー「兄弟」ができ
るのを、でーじ（とても）楽しみにしております。

　第1回日本放射線医療技術学術大会（1 stJCRTM）
第40回日本診療放射線技師学術大会（40 thJCRT）

第52回日本放射線技術学会秋季学術大会（52 ndAutumn Scientific Congress of the JSRT）

沖縄への道　Go To OKINAWA

運営委員　源河　克之
（一般社団法人沖縄県放射線技師会 認定研究会代表世話人）　

第8回
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mailto:jcrtm2024@linkage-okinawa.co.jp
https://www.linkage-okinawa.co.jp/jcrtm2024
https://www.linkage-okinawa.co.jp/jcrtm2024


（10）2024年7月1日　毎月1回1日発行 第583号

執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は執務致しません。

事務所
案内

information
7月・8月の講習会などスケジュールのご案内
■ 日本診療放射線技師会・日本放射線技術学会合同市民公開講座：埼　玉 2024年8月24日（土）
■ 国際認定試験（MRI）：　　　　　　　　　郵送による試験を予定 2024年8月25日（日）

■ 告示研修（実技研修）／業務拡大に伴う統一講習会／診療放射線技師基礎講習 基礎技術コース（会場型）：
 本会ホームページの「新着情報・お知らせ」または JART情報システム（JARTIS）をご参照ください。

【e-ラーニング（ストリーミング方式）】

■ 告示研修（基礎研修） 2026年3月31日（火）午後11時59分まで申し込み受け付け 
※お申し込み成立の日から告示研修終了まで何度でも視聴いただけます。

■  人を対象とする生命科学・医学系研究に
関する倫理指針オンラインセミナー

2027年3月31日（水）午後11時59分まで申し込み受け付け
※お申し込み成立の日からセミナー終了まで何度でも視聴いただけます。

■  放射線診療に従事する者に対する診療用
放射線の安全管理のための研修（在宅）

2024年12月20日（金）午後11時59分まで申し込み受け付け 
※お申し込み成立の日から2025年1月26日（日）まで何度でも視聴いただけます。

■  認定資格の取得を目指す在宅講習受講生
の募集　・ラダーレベル3

2024年12月20日（金）午後11時59分まで申し込み受け付け 
※お申し込み成立の日から各認定資格試験終了日前日まで何度でも視聴いただけます。

■ 認定資格失効者講習会（在宅） 2024年12月20日（金）午後11時59分まで申し込み受け付け 
※お申し込み成立の日から2025年1月26日（日）まで何度でも視聴いただけます。

■ オンラインセミナー（在宅）： 本会ホームページの「新着情報・お知らせ」または JART情報システム（JARTIS）をご参照ください。

　プログラムは、エチケット・マナー・医療安全・感染対策・気管支解剖・胸部撮影基礎（都道府県により違いあり）など、
現場ですぐ役立つ知識です。会員・非会員を問いません。
　日程と会場については変更される可能性がありますので、詳細は、都道府県技師会までお問い合わせください。

■ フレッシャーズセミナー開催予定：
 山　梨　7月　6日（土） 宮　崎　7月　6日（土） 東　京　7月　7日（日） 岡　山　7月13日（土）
 長　野　7月20日（土） 三　重　7月21日（日）

診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナーのお知らせ
information

　だんだんと夏らしくなり、そろそろ夏休みのシーズンが近づ
いてまいりました。夏休みといえばラジオ体操を思い出します
が、その昔、小学校の夏休みには首からカードをぶら下げて毎
朝会場に集まり、たくさんの友達と体操をした後に、はんこを
押してもらっていた記憶があります。最近では大きな会場では
なく、近所の数件が集まって行っていることもあるようで、開
催の方法にも変遷があるように思います。
　一言にラジオ体操といっても90年の歴史があり、日本診療
放射線技師会の歴史より古いものです。その内容も時代ととも
に多くの再編があるようですが、われわれのよく知っている
ラジオ体操第一・第二は、1951～1952（昭和26～27）年に制
作されています。また指導者資格認定制度というものもあり、
NPO法人全国ラジオ体操連盟により春季と秋季に全国13エリ
アにおいて、1級ラジオ体操指導士・2級ラジオ体操指導士・
ラジオ体操指導員の指導者講習会が開催されているそうです。
このような認定制度は、ラジオ体操の継続のための一つの重要
な役割ではないかと思っています。さらに今の時代では、ラジ

オ体操のスマートフォンアプリでおなじみのラジオ体操の音楽
を流すことができ、いつでも、どこでも体操をすることが可能
となっています。またアプリの中には出席カードや歩数を記録
する機能など、健康増進のメニューがいくつかあって進化を感
じています。
　われわれ診療放射線技師も業務によってさまざまな認定があ
りますが、診療放射線技師という仕事を末永く続けていくため
に必要なものであると思っています。日本診療放射線技師会で
は認定制度はもちろんのこと、生涯教育システムも新しいもの
に再構築しており、時代に即した研鑽の場を提供しています。
これからは、会員それぞれが質の向上を目指すために、生涯教
育システムを利用して研鑽していくことが重要ではないでしょ
うか。時代のニーズが変わっていく中においても取り残されな
いよう、進化していく必要があると考えます。
　われわれも日常診療における習熟度レベルを向上させ、ラジ
オ体操のように国民の健康を守っていければと思います。
 （文責：西小野 昭人）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o nラジオ体 操


